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！
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ニ
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表紙◎INTRODUCTION
　今号の表紙は、4月19日㈰に行われた令和8年度
春季消防演習の中で、「防火の誓い」を声高らかに宣
言するパリス保育園の元気な園児の皆さんです。園
児の皆さんは「火遊びは絶対にしません！」などの約束
を確認したほか、音楽に合わせてダンスなども披露し、
会場は大いに盛り上がりました。

目次◎ＣＯＮＴＥＮＴＳ

特集／地域を守る、新庄の消防
  4　新庄市消防団の活動
  6　最上広域市町村圏事務組合消防本部・消防署 新庁舎
  8　まちとぴ
10　熱中症を防ごう
11　地域学校協働活動
12　連載　地球温暖化対策

13　地域防災マネージャーと防災を学ぼうvol.1
14　もみのき保育園内覧会／消費者月間
15　第3次共生ビジョン／経済センサス活動調査
16　図書館NAVI／連載　新庄歴NAVI
17　お知らせなど
20　大相撲新庄場所に関するお知らせ

春季消防演習堂々と
　令和8年度春季消防演習では、新庄
市消防団の団員たちが分列行進や一斉
放水など、日頃の訓練成果を力強く披露
しました。
　令和６年7月に発生した豪雨災害のよ
うな大災害はいつ起こるか予測できませ
ん。今号では、日々地域の安心・安全の
ために備え活動する消防団の歴史や信
念、今年3月に完成した最上広域市町村
圏事務組合消防本部・消防署の新庁舎
などをご紹介します。
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▲市長室だより
Instagram

▲市長室だより
Facebook

　佐渡ヶ嶽親方、尾車親方が本市を訪れました。本市
32年ぶりの「大相撲新庄場所」が、8月8日㈯に開催
されます。伝統文化への理解を深め、地域の活性化に
つなげてまいります。

　分列行進や通常点検などの演習が行われ、日頃の訓
練成果を遺憾なく発揮していただきました。消防団員の
機敏で力強い動作を称え、地域の安全を守るため、さら
なる消防体制の強化と訓練への精進に期待を寄せました。

「
大
相
撲
新
庄
場
所
」開
催
に

伴
う
表
敬
訪
問（
4
月
15
日
㈬
）

令
和
8
年
度 

春
季
消
防
演
習

（
4
月
19
日
㈰
）

今
月
の
市
長
ト
ピ
ッ
ク

3 しんじょう広報 5



地
域
を
守
る
現
代
の
火
消
た
ち

新 

庄 

市 

消 

防 

団

“明和九年(1772年)、如
きさらぎみそか

月晦日(旧暦2月２９日)。江戸の市中を襲った大火。
消火に当たるは、羽州新庄藩の常

じょうびけし
火消。通称、ぼろ鳶だ。”

これは、直木賞作家でしんじょう観光大使である今村翔吾氏の小説「羽州ぼろ鳶組 火喰鳥」の
フレーズです。本作品は現在の新庄市消防団の起源となった火消たちの物語。江戸時代から現
代に至るまで、この地域を守ってきた火消たちはどのような歩みを辿ってきたのでしょうか。

消
防
団
の
起
源

現
代
の
消
防
組
織
の
仕
組
み

　
江
戸
時
代
、火
消
た
ち
の
消
火
活
動

に
は
、明
和
元
年（
１
７
６
４
）に
開
発

さ
れ
た「
竜り

ゅ
う
ど吐

水す
い

」と
呼
ば
れ
る
木
製

消
防
ポ
ン
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

放
水
距
離
は
15
～
16
メ
ー
ト
ル
程
度
で

し
た
が
、そ
れ
以
前
は
桶
で
水
を
汲
み

消
火
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
画
期

的
な
設
備
で
し
た
。

　
町
並
み
の
形
成
に
お
い
て
も
延
焼
阻

止
を
目
的
と
し
た
都
市
防
災
対
策
が
講

じ
ら
れ
、出
火
地
点
周
辺
の
家
々
を
破

壊
し
延
焼
を
阻
止
す
る
、い
わ
ゆ
る「
破

壊
消
防
」が
主
な
消
火
手
法
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
火
災
発
生
時
、

い
か
に
延
焼
を
拡
大
さ
せ
な
い
か
と
い

う
点
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、そ
の
対

策
と
し
て
広
小
路
、火ひ

よ
け
ち

除
地
、防
火
堤

と
い
っ
た
防
火
設
備
が
、明
暦
の
大
火

（
1
６
５
７
年
）を
き
っ
か
け
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、幕
府
は
瓦
葺

き
土
蔵
づ
く
り
の
町
並
み
を
奨
励
し
、

町
の
※

木
戸
番
制
度
、町
ご
と・家
ご
と

の
水
桶
常
備
令
、２
階
で
の
火
の
使
用

禁
止
令
と
い
っ
た
、実
に
細
か
な
防
火

対
策
を
講
じ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
消
防
活
動
を
行
っ
て
い

た
組
織
と
し
て
は
、幕
府
直
轄
の
定じ

ょ
う
び火

消け
し

の
ほ
か
に
、大
名
の
藩
邸
自
衛
消
防

隊
の
大
名
火
消
で
あ
る
方
角
火
消
や

所し
ょ
し
ょ
び
け
し

々
火
消
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
方
角
火
消
は
、江
戸
城
を
中
心

に
５
区
に
分
け
て
担
当
の
大
名
を
決
め
、

そ
の
方
角
に
火
災
が
発
生
す
れ
ば
出
動

す
る
火
消
で
、所
々
火
消
は
江
戸
城
や

芝
増
上
寺
、浅
草
御
蔵
な
ど
幕
府
の
主

要
11
施
設
を
担
当
し
た
火
消
で
す
。加

え
て
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
、店
ご

と
に
火
消
役
を
動
員
さ
せ
て
消
火
に
あ

た
る
店
火
消
が
お
り
、こ
の
店
火
消
を

拡
大
強
化
し
、町
人
を
編
成
し
て
町
を

護
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
の
が
町
火
消
で

す
。
こ
の
町
火
消
こ
そ
が
、現
代
の
消

防
団
の
前
身
と
い
え
ま
す
。

※
木
戸
番
制
度：夜
間
に
町
の
門（
町
木
戸
）を

閉
鎖
し
、治
安
維
持
や
犯
罪
防
止
活
動
を
行

う
制
度

　

新
庄
最
上
地
域
の
消
防
の
管
理
は
、

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
担
っ

て
お
り
、消
防
に
関
す
る
費
用
は
最
上

郡
８
市
町
村
が
負
担
し
て
い
ま
す
。ま

た
、災
害
が
複
数
の
市
町
村
に
ま
た

が
っ
て
発
生
し
た
場
合
や
、大
規
模
災

害
や
特
殊
な
災
害
な
ど
単
独
の
自
治
体

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、

相
互
に
支
援
し
対
応
し
ま
す
。消
防
本

部（
常
備
消
防
）は
市
町
村
の
消
防
事
務

を
統
括
す
る
組
織
で
、人
事
、予
算
、庶

務
な
ど
の
組
織
維
持
の
た
め
の
事
務
や
、

消
防
活
動
の
企
画
、運
営
な
ど
を
行
い

ま
す
。消
防
署
は
消
防
本
部
の
下
部
組

織
で
、火
災
の
予
防
、火
災
の
消
火
や

人
命
救
助
、救
急
業
務
な
ど
の
消
防
活

動
を
最
前
線
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
消
防
団
員（
非
常
備
消

防
）は
非
常
勤
で
、日
常
で
は
各
々
自
分

の
職
業
に
就
い
て
お
り
、火
災
発
生
時

な
ど
必
要
な
場
合
に
参
集
し
、消
防
活

動
に
あ
た
り
ま
す
。

　
法
律
上
、並
列
的
関
係
に
あ
る
消
防

本
部
と
消
防
団
で
す
が
、共
に
消
防
活

動
を
行
う
際
に
は
指
揮
系
統
を
一
元
化

す
る
た
め
、消
防
団
は
消
防
長
ま
た
は

消
防
署
長
の
所
轄
の
も
と
に
行
動
し
ま

す
。
消
防
本
部
と
消
防
団
は
、相
互
に

連
携・協
力
し
な
が
ら
火
災
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
に
対
応
し
て
い

る
の
で
す
。
消
防
団
は
、災
害
現
場
に

お
い
て
主
に
消
防
本
部
の
後
方
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
が
、そ
の
た
め
に
基
本

と
な
る
消
防
操
法
を
は
じ
め
小
隊
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、火
災

予
防
の
啓
発
な
ど
、住
民
へ
注
意
喚
起

を
促
す
た
め
の
広
報
活
動
も
重
要
な
活

動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。災
害
現

場
で
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た

め
、日
頃
か
ら
消
防
設
備
の
整
備
点
検

や
訓
練
を
継
続
し
て
行
い
有
事
に
備
え

て
い
ま
す
。
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◎詳しくは、防災危機管理課へ。TEL29-5827

消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

順
さ
ん　

 

私
の
父
が
務
め
て
い
た
消
防
団

の
役
割
を
引
き
継
ぐ
形
で
入
団
し
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
途
切
れ
さ
せ
ず
、自
分

も
そ
の
一
員
と
し
て
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。

怜
大
さ
ん　
幼
い
頃
か
ら
、父
が
消
防
団
で

活
動
す
る
姿
を
見
て
い
て
、自
然
と
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
も
父
の
よ

う
に
地
域
の
役
に
立
て
る
存
在
に
な
り
た
い

と
思
い
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
前
後
で
、消
防
団
員
と
し
て
の
父

親
は
ど
う
見
え
て
い
ま
し
た
か
？

順
さ
ん　
自
分
が
入
団
す
る
前
は
、急
な
出

動
や
訓
練
に
向
か
う
父
を
、家
庭
の
外
に
も

う
一
つ
の
役
割
を
持
つ「
頼
も
し
く
も
少
し

距
離
の
あ
る
存
在
」と
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

入
団
後
、消
防
団
の
活
動
の
大
変
さ
や
責
任

の
重
さ
を
知
る
こ
と
で
、日
常
的
に
地
域
を

守
る
父
を「
強
い
使
命
感
を
持
っ
た
尊
敬
す

べ
き
存
在
」と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

怜
大
さ
ん　
自
分
が
入
団
す
る
前
、新
庄
ま

つ
り
な
ど
の
地
域
行
事
や
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
す
る
父
を
、地
域
に
お
け
る
誇
ら
し
い

存
在
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。今
年
の
４
月
に

自
分
も
入
団
し
て
か
ら
は
、実
際
に
消
防
団

　全国的に林野火災が多発しています。やむを得ずたき火などをする必要
がある場合は、以下の点にご注意ください。
○強風時や空気の乾燥時は火の取り扱いはしない
○枯れ草などのある火災が起こりやすい場所でたき火をしない
○火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火する
○タバコは指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず火を消し、ポイ捨てしない
○火遊びは絶対にしない

現
役
消
防
団
員
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
！

林野火災にご注意ください！

の
活
動
に
加
わ
る
こ
と
で
、そ
の
責
務
の
重

さ
を
実
感
し
、父
を「
地
域
を
支
え
る
覚
悟

と
経
験
を
備
え
た
手
本
と
な
る
存
在
」と
し

て
よ
り
深
く
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
の
や
り
が
い
は
？

順
さ
ん　
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
に
直
接

関
わ
れ
る
こ
と
に
、大
き
な
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。火
災
や
災
害
は
起
き
な
い
こ

と
が
一
番
で
す
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

訓
練
や
活
動
を
重
ね
る
こ
と
で
地
域
の
安
心

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
す
。

今
後
の
消
防
団
員
と
し
て
の
目
標
は
？

怜
大
さ
ん　
ま
ず
は
基
礎
的
な
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、一
人
前
の
団
員
に
な
る
こ
と

で
す
。
将
来
的
に
は
、父
の
よ
う
に
信
頼
さ

れ
る
存
在
と
な
り
、地
域
に
貢
献
で
き
る
団

員
を
目
指
し
た
い
で
す
。

今回お話を伺った消防団員の沼尻さん親子。
沼尻さんのご家族は親子3代にわたり、消防
団員として活動されてきました。
沼尻 順

じゅん
さん

　新庄市消防団筆頭副団長（写真中央）
沼尻 怜

れ お

大さん
　第1分団第1部第1班団員（写真右）
沼尻 繁

しげる

さん
　元第1分団第1部第1班班長（写真左）

火気の適切な管理を徹底し、大切な命や財産を守りましょう！

▲春季消防演習で分列行進
をする沼尻順さん（写真左）

令和６年５月 南陽市大規模林野火災

5 しんじょう広報 5

特
集
　
新
庄
で
取
り
組
む
有
機
農
業

特
集
　
新
庄
市
消
防
団
の
歩
み



　令和6年8月から工事を進めていた新庁舎が今年3月に完成しました。
新しい消防本部庁舎では、大規模災害発生時でも消防機能を継続して確
保するために耐震構造を採用し、高機能消防指令センターを一体的に整備
したほか、非常用の自家発電設備や敷地内にヘリポートを整備しました。
車両見学などもできますので、ぜひお越しください。

3F

①2階エントランス

屋外訓練施設 ヘリポート

②指令センター

③仮眠室 ④1階エントランス

▲
最上広域市町村圏
事務組合消防本部の

公式インスタグラムでも
新庁舎の様子など

発信中！
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◎詳しくは、最上広域市町村圏事務組合消防本部へ。℡22-7521

最上広域市町村圏事務組合最上広域市町村圏事務組合
消防本部・消防署新庁舎消防本部・消防署新庁舎

1F

2F

大公開!

①

②

③

④
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▲オンライン掲載も随時更新中！

まちのHOTな情報や
イベントを
紹介するページ

ままちちととぴぴ

MACHIKADO TOPICS

市内中学校・義務教育学校4校の吹奏
楽部と、大蔵中学校吹奏楽部を加えた
合同チームの定期演奏会が行われました。

新消防庁舎の竣工式典が開催されまし
た。3月12日㈭から新庁舎での業務を
開始しています。

多文化共生社会の実現と外国人労働者の
確保・定着率向上のためのツアーに、市内
の企業に勤める外国人21名が参加しました。

インターハイなどで輝かしい成績を収
めた旧新庄北高校スキー部の皆さんに、
市あじさい表彰・奨励賞を授与しました。

2月上旬の豪雪災害に対し、明治安田
生命保険相互会社様より支援物資が
寄贈されました。

新庄アカデミックウインズ
第2回定期演奏会

新消防庁舎竣工式

新庄・最上地域で働く外国人向け　
新庄の魅力発見ツアー

市あじさい表彰・奨励賞贈呈式 豪雪災害にかかる災害支援物資の
目録贈呈式

市民文化会館

最上広域市町村圏事務組合消防本部

市内一円

市役所応接室 市役所応接室

3月22日㈰ 3月22日㈰

3月24日㈫ 3月27日㈮

全日制と定時制、最上校の2・3年生を合
わせ307人が出席し、今村翔吾氏が作詞
した新たな校歌が初めて披露されました。

新庄信用金庫様より1400冊を寄贈い
ただきました。市内の小学校及び義務
教育学校で活用する予定です。

大型クルーズ船「ウエステルダム号」の
ツアー客が来訪し、約100名の外国人
旅行者の皆さまをお迎えしました。

新庄志誠館高校開校式 絵本「新庄まつり」の寄贈 クルーズ船の本県寄港
新庄志誠館高校 市役所応接室 ふるさと歴史センター

4月7日㈫ 4月8日㈬4月7日㈫

3月25日㈬
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災害時の要配慮者支援のため、ルート
インジャパン株式会社様と宿泊施設利
用に関する協定を締結しました。

県縦断駅伝に向けて、選手一人ひとり
が意気込みや目標を表明し、上

あげいし
石主将

が選手宣誓を行いました。

はしご車・予防広報車の展示・搭乗や消
火器訓練コーナーなどがあり、子ども達
は消防士になりきって楽しんでいました。

新入生のうち19名がツアーに参加しました。
新庄駅を出発して最上地域の見所を巡り、
本市では歴史センターを見学しました。

新庄警察署員が防犯指導や交通安全
指導を行いました。下校時には、警察
犬が児童の安全を見守りました。

春のカド焼きまつり開催に備えた清掃活
動に、御堀端自治会やラッキーバッグ㈱
など約80名のボランティアが集まりました。

災害援助協定締結

県縦断駅伝新庄・最上チーム壮行式

いちにち消防署 東北農林専門職大学
新入生バスツアー

わんわんパトロール 最上公園ボランティア清掃

市役所応接室

市民プラザ

ヤマザワ新庄店駐車場 ふるさと歴史センター

明倫学園 最上公園

4月8日㈬ 4月11日㈯ 4月18日㈯

4月18日㈯ 4月26日㈰

道の駅オープンを記念し、キッチンカー
やワークショップなどを含め約80店舗
が出店しました。ユメリオンやゆるキャ
ラ達も大集合！吹奏楽やダンスの発表も
イベントを盛り上げ、市内外から多くの
来場客が訪れました。

4月21日㈫

4月26日㈰
道の駅新庄エコロジーガーデン
原蚕の杜オープン記念イベント

エコロジーガーデン
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◎詳しくは、防災危機管理課へ。℡29‒5827

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

本市では、「熱中症死亡者数ゼロ」「緊急搬送人員の低減」を目標に、市民・事業者・行政が一体となって熱中症予防を推進
することで、熱中症から市民の生命・健康を守り、安全・安心なまちづくりを進めます。その中の2つの重点プロジェクトをご
紹介します。

熱
中
症
予
防

熱中症熱中症をを防ごう！防ごう！

01
住民税が非課税の

高齢者世帯や障がい
者世帯、ひとり親世帯
などで、自宅にエアコ
ンが設置されていない
場合、エアコンの新規
購入に対して支援が受けられます。
なお、要件を満たす、高校生までのお子さんがいる世帯

については、既にエアコンを設置していても子ども部屋など
への設置が可能です。
◼補助金額　上限5万円（補助率：2/3）
◼申込期限　9月30日㈬
◎詳しくは、成人福祉課地域福祉係へ
℡29-9117

家庭用エアコンの購入を支援します！ 02
クーリングシェルターとは、危険な暑さから身を守るため、

誰もが一時的に休憩ができる施設です。市内
の指定されている施設について、詳しくはこち
らをご覧ください。

【民間施設でも募集をしています！】
薬局、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、ドラッ

グストアなど、高齢者
が立ち寄る店舗や児
童の通学路付近を中
心に、店舗のご協力を
お願いします。
◎詳しくは、環境エネ
ルギー課へ
℡29-5826

クーリングシェルターをご利用ください！

熱中症死亡者数ゼロ熱中症死亡者数ゼロ

緊急搬送人員の半減を
目指して！

緊急搬送人員の半減を
目指して！

熱中症かな？と思ったら
　自分が熱中症だと感じた時や、周囲の人が熱中症だと疑
われる時には、すぐに対応しましょう。
⚫エアコンが効いている室内や風通しの良い日陰など涼し
い場所へ移動しましょう。

⚫衣服のボタンやベルトなどをゆるめ、体の幹部（手首・脇
の下・足の付け根など）を冷やしましょう。

⚫経口補水液などで水分・塩分をしっかり補給しましょう。
※自力で水が飲めない・応答がおかしいときは、ためらわず、
すぐに救急車を呼びましょう！

日頃の予防も大切です！　　
 こまめに水分補給をしましょう 
⚫のどが渇く前にこまめに水分補給。汗を多くかいた時は
塩分補給も忘れずに！

⚫１時間ごとにコップ１杯程度の水分補給が目安です。汗
をかいたときは、これよりも多めに水分補給しましょう！

 暑さを避けましょう 
⚫エアコンはためらわずに使用！部屋の温
度を適切に調整しましょう。

⚫涼しい服装を心がけ、外出時は日傘や
帽子を活用しましょう。

⚫幼児や高齢者は暑さを感じにくい場合
があるので要注意！

 暑さに負けない体づくりをしましょう 
⚫栄養バランスの整った食事や十分な睡眠をとりましょう。
⚫日頃から意識して、汗をかく運動などで暑さに体を慣れさ
せましょう。

日頃から意識しよう！～熱中症への対処法～日頃から意識しよう！～熱中症への対処法～
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◎詳しくは、社会教育課社会教育係へ。℡23‒5005

学　校 地　域

地域住民・保護者・PTA
NPO・企業・各種団体

-地域と学校をつなぐ、協働のかたち-

地域学校協働活動推進事業地域学校協働活動推進事業ののご紹介ご紹介

山形大学教授・安藤耕己氏のコーディネートのもと、各地域で学校
と地域の協働活動に取り組む3名のゲストが登壇しました。それぞれ
の実践事例の紹介に加え、活動を通して見えてきた成果や課題、そ
して意識の変化について語られました。安藤氏との対話を通して、活
動を進めるうえでの重要な視点や工夫が浮かび上がり、参加者にとっ
て多くの気づきが得られる時間となりました。

地域学校協働活動は、幅広い地域住民などが参画し、
地域全体で子どもの学びや成長を支えるとともに、「学校
を核とした地域づくり」を目指します。学校と地域が相互
にパートナーとして連携・協働して行う活動のことで、学
校に関わっている地域の方々の活動すべてが地域学校協
働活動といえます。つまり、「学校の課題を、地域の力を
借りて」「地域の課題を、学校の力を借りて」サポートし合
い、地域全体の活性化につなげようという取り組みです。

地域と学校の皆さんが主役の事業
「地域学校協働活動」

参加者32名が6グループに分かれ、「みんなで考える 地域と学校
のこれから」をテーマに意見交換を行いました。各グループで、学校
や地域が抱える課題、今後取り組んでみたい活動などについて、活
発な意見が交わされました。その中から、「これならできそうだ」「ぜ
ひ実践してみたい」と感じられる具体的なアイデアも多く生まれ、今
後の活動に向けた新たなヒントを得る機会となりました。

第１部　トークセッション

第２部　意見交換会

「知る場」から「動き出すきっかけの場」へ　令和7年度 学校運営協議会交流会レポート
学校運営協議会とは、地域住民や保護者が学校運営に参画し、学校と地域が一体となって特色ある教育を推進するための

公立学校における機関で、コロナ禍を経て市内全ての小・中・義務教育学校に設置されました。これにより、「学校の課題は学
校で解決する」という従来の在り方が、「地域と協働して課題を解決する」新たな形へと変化しました。各学校や地域で試行錯
誤を重ねながら、多様な取り組みが進められてきた中で、委員からは次のような声が上がるようになりました。

こうした声を受けて、各学校が互いの取り組みを学び合う場として、3月6日㈮に交流会が開催されました。

他の学校ではどのような活動をしているのか知りたい！

参考になる事例から自分たちでもできることを見つけたい！

地域学校協働活動

地
域
学
校
協
働
活
動
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◎詳しくは、環境エネルギー課へ。℡29‒5826

三浦　秀一　先生
東北芸術工科大学デザイン工学部

建築・環境デザイン学科教授

家計家計にやさしくにやさしく健康健康にもよいにもよい
温暖化対策温暖化対策

地球温暖化対策で、新庄の冬の暮らしが劇的に快適になると言ったら信じ
られるでしょうか。冬が快適になるとは、家が劇的に暖かくなることであり、
暖房代を下げることにもなるので地球温暖化対策につながります。このことは、
私自身が自宅の電気代や室温などのデータで実証したことです。そのような、
冬の暮らしが変わったという経験を新庄の皆さんにもお伝えします。
冬の暮らしを快適にするには、住宅の断熱性能と気密性能をしっかり上げ

ることが重要です。特別な断熱材や暖房設備は必要ありません。ポイントは、
どのくらい断熱材を入れて、気密性能を検査しているかということです。この
点については、日本の住宅ではこれまで不徹底でした。そこで、断熱性能や
気密性能を上げるために、県が認証する「やまぽっかの家（やまがた省エネ健
康住宅）」の補助制度を活用することをお勧めします。県から50万円の補助
金が出るほか、気密性能の検査もしてくれます。リフォームで断熱性能を上げ
る方法については次号でご紹介します。

地球温暖化が進行すると、私たちの生活環境にさまざまな影響を及ぼします。例えば、
短時間豪雨による被害、農作物被害、熱中症患者の増加などの身近なトラブルが挙げられ
ます。今号から連載企画として、東北芸術工科大学の三浦秀一教授にご協力いただき、私
たちにもできる地球温暖化対策や本市の助成制度などを紹介していきます。

市内の専門家に聞きました！

「やまぽっかの家」の認証を受けるには断熱性と気密
性が重要です。家づくりでは新築・リノベーションを問わず、

「断熱性能+気密性能」が快適性を左右します。住宅
性能は完成後に改善することが難しいため、施工中の
現場見学で断熱材の施工や隙間処理を確認しましょう。
見えない部分の丁寧な施工が、暮らしやすさにつなが
ります。

電気代や生活必需品などの物価が高騰しているなか、自治体では省エネルギーで快適な住宅の普
及を推進するため、やまがた省エネ健康住宅を新築すると活用できるさまざまな助成制度を用意して
います。詳しくは二次元コードより市ホームページをご覧ください。

～いまなら200万円超も～　省エネ住宅の助成制度が充実！

三浦先生と学ぶ三浦先生と学ぶ

～ 結 home/㈱木づくりの住い結 ～ 斎藤 千秋 さん

地
球
温
暖
化
対
策
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防災を学ぼう ！  vol.1

新庄市の皆さん、大災害はいつ起きるか分かりません。特に地震災害は、事前にある程度発生の予測ができる
大雨災害とは違い、事前の予測が困難です。そんな時のために事前の準備（自助）、そして、起きたときに住民同士
が協力する（共助）ことが大変重要です。しかし、新庄市では過去に大きな地震災害が起きていませんので、「何を
準備したら良いか分からない」「災害の対処要領がわからない」などと困ることがあると思います。そんな不安を解
消するのが私の役目です。住民や学校、企業などの防災・減災に向けた活動のお手伝いをさせていただきますので、
ぜひ防災危機管理課までご連絡ください。

地域防災マネージャーと

◎詳しくは、防災危機管理課へ。℡29‒5827

市内での活動 町内会、学校、企業などで防災講座やワークショップなどを開催しました

地域防災マネージャーとは
　内閣府から地方公共団体に防災監や危機管理監とし
て採用・配置された、防災の専門的な知識や経験を持つ人

（自衛官・消防士など）です。近年頻発する各種災害や発
生が懸念される南海トラフ地震等に対応するため、地方
自治体における防災力の向上を目的として平成27年10
月に導入されました。

新庄市地域防災マネージャーのご紹介
大沼  光（おおぬま ひかる）さん　村山市出身（56歳）
<略歴＞
　昭和63年4月 陸上自衛隊入隊
　令和７年3月 陸上自衛隊退官
　令和７年4月 �新庄市防災危機管理課に地

域防災マネージャーとして
着任

＜災害派遣活動歴＞
　平成16年	新潟県中越地震
　平成23年 東日本大震災
　	 ※宮城県多賀城市で自らも被災
　令和６年	南陽市・高畠町山林火災
　令和６年	山形県北部豪雨災害

　その他、山岳遭難などの行方不明者捜
索など計8回、延べ約100日間

地域防災マネージャーの主な活動内容
平常時の活動
　•�地域防災計画、国民保護計画の策定や見直しの指

導、助言
　•防災訓練の企画や実施の支援
　•�自治体、企業、住民などに対する防災教育や講演
災害時の活動
　•災害対策本部において状況判断の補佐や助言
　•自衛隊などの実動機関との迅速な連絡調整
　•�人命救助や物資輸送など、

活動優先順位の整理と
指示のサポート

防
災
コ
ラ
ム
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◎詳しくは、市消費生活センターへ。℡22‒2121

◎詳しくは、子育て推進課保育推進係へ。℡29‒5812

見
え
る
情
報 

見
え
な
い
仕
組
み

～
Ａ
Ｉ
時
代
の
消
費
者
力
を
高
め
る
た
め
に
～

「
も
み
の
き
保
育
園
」い
よ
い
よ
開
園
！

新
し
い
保
育
園
の
内
覧
会
を
行
い
ま
す

◼とき　6月6日㈯午前10時～正午
◼ところ　�市立もみのき保育園�

（堀端町4番3号 最上公園内）
◼駐車場　�最上公園駐車場�

（ふるさと歴史センター前駐車場）
◼持ち物　内履き
※どなたでもご覧いただけます。事前申し込みは不要です。

デジタル化が進展しインターネット上で多様な情報を入手できるようになった一方で、近年はAI技術に
よってつくられた有名人のニセ動画や、インターネットの検索・閲覧履歴に応じて画面表示される広告をきっ
かけとした消費者トラブルが増えています。「消費者力」を高めて、安全・安心な消費生活を送りましょう。

老朽化に伴い、令和7年1月よ
り新たな園舎を建設していた市
立中部保育所が、令和8年7月に
「新庄市立もみのき保育園」
と名称を変えて開園します。
新たな園舎への移転に先立っ

て一般公開を行います。自然豊か
な環境の中で木のぬくもりに包ま
れた園舎をぜひご覧ください。

◀セルフチェックの結果は
　こちらから確認できます。

他にも、悪徳商法をVR動画で体験できたり、
漫画で事例を学ぶことができるさまざまな�
体験型教材があります ▶

市立もみのき保育園完成披露内覧会

5
月
は
消
費
者
月
間
で
す

※イメージ図

も
み
の
き
保
育
園
内
覧
会

消
費
者
月
間
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◎詳しくは、総合政策課システム統計・デジタル推進係へ。℡22‒2118

◎詳しくは、総合政策課企画政策係へ。℡22‒2115

経済センサス活動調査とは
「統計法」という法律に基づく基幹統計調
査で、全産業分野の事業所および企業の経
済活動の状況を明らかにする調査です。市内
の全企業及び事業所を対象に、名称・所在地・
経営組織・開設時期・従業者数・主な事業内
容・売上および資本金などの額・費用の金額・
事業別売上金額などを調査します。

統計調査員
県知事から任命された調査員が、「調査員

証」を身に着けて調査に伺いますので、ご理
解とご協力をお願いします。

「事業所」とは？
この調査で回答いただく「事業所」とは、生

産や販売・サービスの提供などの経済活動が
①単一の経営主体（グループ企業以外）のもと
で、②一定の場所を占めて、③従業者と設備を
有し、④継続的に行われているものをいいます。

今
を
知
る
。
未
来
の
力
に
な
る
。

令
和
8
年 

経
済
セ
ン
サ
ス 

―
活
動
調
査

新
庄
最
上
定
住
自
立
圏

第
3
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

1 生活機能を強化する取り組み
医療：�医療従事者の確保、夜間休日診療

の適正利用推進
福祉：�子育て支援センターの広域利用、	

子どもの遊び場の広域利用
教育：�教育関係者に関する合同研修
産業振興：広域観光の拡大、農業の担い	
	 手確保・農産品の魅力発信の強化
生活・環境：ごみ減量化・再資源化の推進

６月１日を基準日として、全企業・事業所（個人
経営事業所を含む）を対象に５年に１度の経済セ
ンサス-活動調査が実施されます。統計調査の
結果は、ＧＤＰ統計作成の最も重要な基礎資料
になるだけでなく、地域の産業振興、商店街や中
心市街地の地域活性化のための施策や、地方公
共団体の各種行政施策、民間企業における経営
計画などの基礎資料として活用いたします。

2 結びつきやネットワークを強化する取り組み
地域公共交通：地域公共交通ネットワークの構築
道路等交通インフラの整備：道路の除排雪
交流・移住促進：婚活支援、二地域居住の推進

3 �資源節約に対応するための圏域マネジメントの 
取り組み
職員の交流等：職員合同研修
情報の共有・発信：圏域住民への情報の提供
デジタル化推進：自治体ＤＸの推進

生活・経済面で関わりの深い近隣の市町村がそれぞれ役割分担し、連携・協力する
ことにより、地域全体として必要な生活機能などを確保する広域行政の制度です。

新庄最上地域の人口は、令和32年（2050年）に
は3万6千人程度になると推計されています。令和
2年には約7万人いた人口が30年間でほぼ半減し、
高齢化率も50％を超えると推計されています。

定住自立圏構想とは？

このような厳しい状況の中、最上8市町村では、
令和8年3月に第3次共生ビジョンを策定しました。
各市町村が単独では実施困難な取り組みを連携し
て実施することで、住民の皆さんが安心して暮らし
続けていくことを目指していきます。

第3次共生ビジョンにおける主な連携事業

▲市ホームページ

▲統計局ホームページ

「経済センサスー活動調査」を装った不審な訪問者・
電話・電子メールなどにご注意ください。

!
注意

〇なぜ広域連携が必要なのか

第
3
次
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

経
済
セ
ン
サ
ス
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新着図書とおすすめ情報をお知らせします!

図書館NAVI
◎市立図書館�℡22-2189
▪開館時間　午前9時～午後7時
（土日祝日は午後5時まで）
▪休館日　毎週月曜日 ▲蔵書検索

人生の局面で悩む時は、偉人の
言葉にヒントを求めてみませんか。「あ
きらめるな／あきらめよう」「過程が
大事／結果がすべて」反対の意味を
持つ2つの名言が、時に立ち止まら
せ、時に背中を押してくれるかもしれ
ません。

今
月
の
新
着
図
書

今月のおすすめ
どっちもある名言集
正解は1つじゃない

ペズル

図書館からのお知らせ
えほんぱーく

　0歳児の赤ちゃんから楽しめる、図書館ボランティアサークルかやの
み会さんによる絵本のよみきかせ会です。
◼とき　５月6日以降の毎月第1水曜日、午前10時～午前10時20分
◼ところ　市立図書館1階児童コーナー

第4回やまがたビブリオバトル＠新庄市立図書館
　4人の発表者の「とっておきの1冊」の魅力を聞きながら本の出会い
を楽しむイベント。事前申し込み不要で、どなたでも参加できます。
◼対象　中学生以上の方
◼とき　5月17日㈰ 午後1時30分～午後3時15分
◼ところ　市立図書館2階第1講座室

  

郷
土
本

▪
み
や
ぎ・や
ま
が
た 

地
域
を
超
え
て

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
女
性
の
交
流
会  

　
������

み
や
ぎ・や
ま
が
た
女
性
交
流
機
構

▪
詩
誌 
新・山
形
詩
人 

第
31
号

　

������������������������������

山
形
詩
人
出
版
部

▪
な
つ
め 
第
54
号 

2
0
2
5
年
度

　

�����������������������������������

最
上
な
つ
め
会

▪
巨
樹
の
魂 

樹
木
医
が
み
た
山
形
県
の
巨
樹・

　
巨
木・並
木������������
や
ま
が
た
樹
木
医
会

▪
与
蔵
沼 「
鮭
川
の
民
話
と
伝
説
」絵
本 

ー
第
六
作
ー�������

鮭
川
村
教
育
委
員
会

▪
こ
げ
ら
の
お
は
な
し 

き
か
せ
て
あ
げ
る

����������������������

真
室
川
町
教
育
委
員
会

▪
鮭
延
秀
綱
言
行
録��

真
室
川
町
歴
史
研
究
会

▪
葬
制
変
容
と
生
活
改
善������

大
場 
あ
や

  

一
般
図
書

▪
書
店
再
興�������������������������

清
野 

由
美

▪
空
き
家
で
暮
ら
す���

石
川 

理
恵・加
藤 

郷
子

▪
薬
草
活
用
図
鑑�����������������

山
下 

智
道

▪
食
堂
巡
礼�����������������������������

小
川 

糸

▪
飼
い
鳥
困
り
ご
と
解
決
事
典����

細
川 

博
昭

▪
も
っ
と
知
り
た
い
日
本
の
文
様����

深
津 

裕
子

▪
お
し
ら
鬼
秘
譚���������������

黒
木 

あ
る
じ

▪
誓
い
の
証
言（
佐
方
貞
人
シ
リ
ー
ズ 

5
）

����������������������������������������

柚
月 

裕
子

  

児
童
書

▪
ひ
ら
め
け
！
算
数
ド
カ
ン
！

　

��������������������������

K
A
D
O
K
A
W
A

▪
ず
か
ん
貨
物
列
車
大
全 �����

木
村 

雄
一

▪
紙
皿
で
！
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク����

汐
文
社

▪
エ
イ
ダ
ン
を
さ
が
し
て

　

������������������

デ
イ
ヴ
ィッ
ド・レ
ヴ
ィ
サ
ン

▪
か
い
ぞ
く
ほ
い
く
え
ん����

き
た
じ
ま 

ご
う
き

▪
ひ
つ
じ
が
い
っ
ぴ
き
い
な
い
わ
ん
！

　

����������������������������������������

平
田 

昌
広

▪
さ
く
ら
ん
ぼ
ど
こ
に
あ
る
?����

ハ
ダ 

ヨ
シ
コ

戦
国
時
代
末
期
、現
在
の
新
庄
市
一
円
は
山

形
城
主
最
上
氏
の
分
家
で
あ
る
清
水
氏
の
領
地

で
し
た
。

し
か
し
、清
水
氏
は
豊
臣
家
と
関
係
が
あ
っ
た

た
め
、慶
長
19
年（
１
６
１
４
）に
山
形
城
主
最

上
氏
に
攻
め
ら
れ
滅
亡
。
最
上
氏
家
臣
の
日
野

将し
ょ
う
げ
ん

監
が
戸
沢
氏
入
部
ま
で
、こ
の
地
を
管
理
し
ま

し
た
。

日
野
氏
時
代
を
知
る
史
料
は
少
な
く「
新
庄
古

老
覚
書
」に
よ
る
と
、日
野
氏
は
現
在
の
天
満
神

社
付
近
に
小
規
模
な
館
を
築
き
、現
在
の
新
庄
中

学
校
前
の
通
り
に
は
町
人
町
で
あ
る
五
日
町・十

日
町
が
設
け
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。こ
の
町
が
戸

沢
氏
の
代
に
な
る
と
現
在
の
本
町
に
移
り
、北
本

町・南
本
町
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
５
年
に
行
わ
れ
た
新
庄
城
二
の
丸

跡
の
発
掘
調
査
の
際
に
は
、清
水
氏
や
日
野
氏
の

時
代
と
思
わ
れ
る
陶
磁
器
の
破
片
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

▲出羽国新城絵図（本丸部分）
　（政盛時代の新庄城）

◎
歴
史
セ
ン
タ
ー  

℡
22-

２
１
８
８

新
庄
歴
N
A
V
I

戸
沢
氏
入
部
以
前
の
新
庄
城
下
の
様
子

と
は
？

第2回

出典　新庄市編さん　新庄市史第二巻
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プラス

大丈夫ですか？ 空き家の管理大丈夫ですか？ 空き家の管理

◎都市整備課庶務・住宅係℡29－5821

所有する土地や建物が原因で周辺の人や建物などに被害を与えた場合は、その所有者や管理者、占有
者が責任を負うことが法律で定められています。何らかの問題が発生した場合は、当事者間での解決が
基本となります。人命に関わることになっては取り返しがつきません。所有者は、隣の家屋や交通への支障
がないように十分に注意をすることが必要です。もし、自分で管理ができない場合は、業者に冬期間の除
雪を依頼したり、空き家自体を取り壊したりするように検討しましょう。

－空き家の管理は所有者の責任です！－

敷地内を清掃
擁壁がある場合は
水抜き穴も清掃

排水設備
（流し・トイレ等）

の通水

傷まないよう
通気や換気

窓、壁、屋根の
破損などを点検

積雪に応じて
雪下ろし

害虫・害獣
などの対策

何かあったら補修を

ようへき

庭木の枝を
剪定

－空き家の管理のポイントはこちら!－

利活用可能な空き家について
は、空き家バンクへの登録をお
願いします。また、空き家の活用
を検討している方もぜひご登録
ください。詳しくは
市ホームページをご
覧ください。

　市内にある空き家や空き店
舗の取り壊しをする所有者の方
に工事費の一部を支援していま
す。詳しくは、市ホー
ムページをご覧くだ
さい。

空き家の活用を
検討中の方へ

取り壊しを検討中の方へ

　県宅地建物取引業協会新庄もがみと本市の共催で「空き家無料相談会」を開催します。空き家
の管理や活用、相続などでお悩みの方は、ぜひご相談ください。
◼対象者 　市内に空き家をお持ちの所有者・管理者・相続人などの方
◼とき・ところ 　6月13日㈯  会場：ゆめりあ2階会議室　8月1日㈯ 会場：山形新聞最北総支社
◼予約先 　県宅地建物取引業協会新庄もがみ　℡29-7333

空き家無料相談会（事前予約制）を開催します！
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イ
ベ
ン
ト
や
行
政
案
内

ま
ち
の
情
報
な
ど
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

Shinjo
City

18

市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

プ
ラ
ザ
陶
芸
教
室

　
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
制
作
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◼
対
象　
①
初
め
て
の
方
や
テ
ー
マ
を
基
に
制
作

し
た
い
方
、②
自
由
に
制
作
を
し
た
い
方

◼
と
き　
５
月
31
日
㈰
、６
月
28
日
㈰
、７
月
19
日

㈰
、９
月
６
日
㈰
、10
月
24
日
㈯
、11
月
29
日
㈰
、

12
月
20
日
㈰（
全
７
回
）、①
午
前
10
時
～
、②
午
後

１
時
30
分
～

◼
と
こ
ろ　
新
庄
東
山
焼
店
舗

◼
講
師　
新
庄
東
山
焼　
涌
井
大
介
氏

◼
参
加
費　
①
１
回
１
５
０
０
円（
材
料
費
込
）、

②
１
回
５
０
０
円（
別
途
材
料
費
）

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
と
文
化
の
か
け
橋
～
虹
の
交
流
塾

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

◼
と
き　
①
６
月
13
日
、②
７
月
11
日
、③
10
月

10
日
、④
11
月
14
日
い
ず
れ
も
㈯
午
後
１
時
30
分

～
午
後
３
時

◼
と
こ
ろ　
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◼
内
容　
①
新
庄
の
神
社
と
お
寺（
三
浦
和
枝
氏
）、

②
金
子
み
す
・ゞ
茨
木
の
り
子
か
ら
の
贈
り
物（
県

詩
人
会
会
長　
万
里
小
路
譲
氏
）、③
心
臓
、生
活

習
慣
病（
日
本
海
総
合
病
院
循
環
器
内
科
部
長　

近
江
晃
樹
氏
）、④
新
庄
と
松
田
甚
次
郎（
東
北
文

教
大
学
准
教
授　
高
梨
友
也
氏
）

◼
参
加
費　
全
回
申
し
込
み
で
１
５
０
０
円（
１
回

ず
つ
申
込
５
０
０
円
）

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
市
民
プ
ラ
ザ	

℡
22︲４
２
０
０       

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳・介
助
員
の
募
集

◼
対
象　
18
歳
以
上
の
方

◼
と
き　
６
月
21
日
㈰
～
11
月
８
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
４
時（
全
９
回
、い
ず
れ
も
㈰
）

◼
と
こ
ろ　
わ
く
わ
く
新
庄
な
ど

◼
内
容　
見
え
な
い
聞
こ
え
な
い
盲
ろ
う
者
へ
支

援
す
る
通
訳・介
助
員
の
養
成

◼
講
師　
県
盲
ろ
う
者
友
の
会
な
ど

◼
参
加
費　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

◼
定
員　
20
名

◼
申
込
締
切　
６
月
１
日
㈪

◎
県
聴
覚
障
が
い
者
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

		
	

℡
０
２
３（
６
６
６
）７
６
１
６ 

萩
野
地
区
公
民
館
講
座

骨
コ
ツ
貯
筋
体
操
教
室

◼
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

◼
と
き　
５
月
19
日
㈫
～
令
和
９
年
２
月
２
日
㈫

（
全
16
回
）毎
月
第
１・３
㈫
午
後
１
時
～
午
後
２

時
ま
た
は
午
後
２
時
30
分

◼
と
こ
ろ　
萩
野
地
区
公
民
館

◼
内
容　
健
康
体
操
、体
力
測
定
な
ど

◼
持
ち
物　
内
履
き・タ
オ
ル・飲
み
物・動
き
や
す

い
服
装

◼
講
師　
県
柔
道
整
復
師
会

◼
参
加
費　
５
千
円（
傷
害
保
険
料
込
）

◼
定
員　
20
名

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
萩
野
地
区
公
民
館　
　
　
　

  

℡
25︲２
０
１
６  

受
講
者
募
集
！

【
エ
ク
セ
ル
応
用（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
）】

◼
対
象　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

※
合
計
や
平
均
な
ど
の
簡
単
な
関
数
を
使
っ
た
表

が
作
成
で
き
る
方

◼
と
き　
６
月
23
日
㈫
～
６
月
24
日
㈬
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

◼
と
こ
ろ　
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

◼
定
員　
15
名

◼
受
講
料　
６
千
円

◼
教
材
代　
２
２
８
８
円

◼
申
込
締
切　
５
月
27
日
㈬

※
内
容
や
申
込
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、二
次
元

コ
ー
ド
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校
能
力
開
発
支

援
課	

℡
０
２
３（
６
４
４
）９
２
２
７

軽
自
動
車
税
の
減
税
に
つ
い
て

　
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、

申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、５

月
末
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
は
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
確
認
の
上
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◼
持
ち
物　
①
減
免
申
請
書
、②
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の
、③
身
体
障
害
者
手
帳
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳
、④
運
転
免
許
証
、

⑤
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、⑥
自
動
車
検
査
書

◎
税
務
課
諸
税
係　
　
　
　
　

  

℡
29︲５
５
３
６ 

市の人口（3月末時点）
31,470人（32,088人）

男 15,051人
（15,361人）

女 16,419人
（16,727人）

世帯数 13,717世帯
（13,750世帯）

3月の異動
出生 12人（17人）
死亡 52人（43人）
転入 161人（162人）
転出 306人（294人）
※全て日本人 +外国人の数
で、（  ）は1年前の数値です。
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国民年金への加入手続きは
お済みですか？

　20歳から60歳までの方は、公的年
金に加入する義務があります。会社を
辞めて厚生年金を喪失すると、本人と
扶養されていた配偶者は、国民年金
の第1号被保険者となるため、国民年
金の加入手続きを行い、保険料を納
める必要があります。
　加入手続きの際は、事業所が発行
する書類（健康保険・厚生年金被保険
者資格等喪失連絡票、公務員の方は
退職辞令）、マイナンバーカード（マイ
ナンバーまたは基礎年金番号のわか
るもの）をお持ちの上、市民課にお越
しください。
◎新庄年金事務所	 ℡22-2050	
◎市民課	 ℡29-5818

令和８年度自動車税（県税）
の納税

　自宅などでクレジットカードやスマホ
アプリでの納付のほか、コンビニ、金
融機関、郵便局、各総合支庁税務担
当課でも納付できます。
◼納期限　６月１日㈪
◎最上総合支庁税務課
	 ℡29-1229

チームオレンジ事業のご案内

　「チームオレンジ」とは、認知症サポー
ターを中心とした認知症の方やその
家族の地域での暮らしを支援する取り
組みです。市内の支援チームによる座
談会を開催します。
◼対象　認知症に関心のある方
◼とき　６月１日㈪午前10時30分～
午前11時30分
◼ところ　社会福祉協議会２階会場
◼参加費　無料
◎成人福祉課介護保険係 ℡29-5809

PICK
UP!

ふ
く
し
で
ア
ラ
モ
ー
ド

　

福
祉
業
界
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
講
演
や
ラ
イ
ブ
を
通
じ
て
福
祉
職
の
新

た
な
可
能
性
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
コ
ー
ナ
ー

や
介
護
用
品
の
展
示
、お
菓
子・お
弁
当
の
販
売
や

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◼
と
き　
５
月
23
日
㈯
正
午
～
午
後
５
時
30
分

◼
と
こ
ろ　
ゆ
め
り
あ
花
と
緑
の
交
流
広
場

◼
講
師　
西
田
美
歩
氏（
介
護
タ
レ
ン
ト
）、岩
佐

真
悠
子
氏（
元
俳
優
）

◼
参
加
費　
無
料

◎
ふ
く
し
で
ア
ラ
モ
ー
ド
実
行
委
員
会　
ケ
ア
ホ
ー

ム
カ
ナ
ン　
施
設
長・馬
場
田	

 

℡
22︲２
９
１
１ 

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

　
敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◼
対
象　
耐
用
年
数（
８
年
）が
経
過
す
る
メ
ー
タ
ー

◼
と
き　
５
月
15
日
㈮
～
７
月
31
日
㈮

◼
と
こ
ろ　
市
内
給
水
区
域

◼
実
施
者　
新
庄
管
工
事
協
同
組
合

◎
上
下
水
道
課	

℡
23︲６
１
１
１

水
道
へ
の
切
り
替
え
を
補
助
し
ま
す

◼
対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
方　
①
給
水
区
域

内
に
居
住
し
て
い
る
、②
井
戸
水
の
み
を
利
用
し
て

い
る
、③
水
道
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
し
て
い
る
、

④
上
下
水
道
料
金
の
滞
納
が
な
い

◼
と
き　
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

◼
と
こ
ろ　
上
下
水
道
課
窓
口

◼
補
助
金
額　
水
道
切
替
工
事
：
上
限
３
万
円
、

井
戸
水
水
質
検
査
：
無
料（
初
回
の
み
）

◼
持
ち
物　
印
鑑

◎
上
下
水
道
課
水
道
施
設
係  　
℡
29︲５
８
３
０ 

ゆ
か
た
３
回
講
座

◼
対
象　
18
歳
以
上
の
女
性

◼
と
き　
６
月
５
日
・12
日
・19
日
、７
月
３
日
・10

日
・
17
日
、８
月
７
日
・
21
日
い
ず
れ
も
㈮
①
午
前

10
時
30
分
～
、②
午
後
２
時
～
、③
午
後
６
時
～

※
１
回
90
分
、希
望
の
日
時
を
３
回
選
べ
ま
す
。

◼
と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ

◼
内
容　
ゆ
か
た
の
着
付
け
レ
ッ
ス
ン

◼
受
講
料　
５
５
０
０
円（
ゆ
か
た
、半
幅
帯
、税
込
）

◎（
一
財
）民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会　
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２
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０
２
９
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令
和
８
年
度
山
形
県
調
理
師
試
験

◼
と
き　
10
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

◼
と
こ
ろ　
山
形
県
庁（
山
形
市
松
波
２︲８︲１
）

◼
願
書
配
布
場
所　
各
保
健
所
生
活
衛
生
課（
室
）

◼
受
付
期
間　
６
月
１
日
㈪
～
６
月
15
日
㈪（
閉

庁
日
を
除
く
）

◼
申
込
方
法　
最
寄
り
の
保
健
所
生
活
衛
生
課

（
室
）ま
で
願
書
を
持
参

※
山
形
市
保
健
所
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
県
食
品
安
全
衛
生
課
食
品
衛
生
企
画
担
当　

　

	

℡
０
２
３（
６
３
０
）２
６
７
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求
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

７
月
生
募
集

◼
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る
方

◼
募
集
期
限　
６
月
15
日
㈪
正
午
ま
で

◼
募
集
科　
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

◼
定
員　
15
名

◼
参
加
費　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

◼
選
考
日　
６
月
22
日
㈪

◼
訓
練
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
12
月
23
日
㈬

◎
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形　
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令
和

8年
5月

13日
号（

N
o.821）　

 編
集

・
発

行
／

新
庄

市
 総

合
政

策
課

   〒
996–8501 新

庄
市

沖
の

町
10–37 TE

L.0233–22–2117　
▪

制
作

・
印

刷
／

共
栄

印
刷

株
式

会
社

　
13,600部

発
行

54

見やすく読み間違えにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

◎詳しくは、大相撲新庄場所実行委員会事務局へ。℡29-5863
（午前9 時～午後4 時 平日のみ）

「大相撲新庄場所」の運営にご協力いただくボランティアスタッフを募集しています。
大相撲を応援したい！運営に携わってみたい!そんな皆さまのご参加をお待ちしております。

　
8月7日㈮に行われる
「土俵祭り」への「土俵祭り」への
特別参加！特別参加！

とき ところ 募集人数 主な内容

8月7日㈮
午前8時～

午後6時30分（予定） 市体育館
（大相撲新庄場所 

開催会場）

30人程度
•会場設営
•お土産など配布物の準備、仕分けなど

8月8日㈯
午前7時30分～

午後7時30分（予定）
60人程度

•会場内での座席案内
•入口チケットのチェックや靴袋の配布
•来場者の導線管理（立入禁止箇所などの対応）
•会場内ごみ箱の巡回やごみの回収など

特 典

市公式ホームページまたは、申込書にて。
申込書の配布及び提出先…
大相撲新庄場所実行委員会事務局（市役所本庁舎2階総合政策課内）

「ちびっこ相撲」参加者も大募集！！ ～本物のお相撲さんと、記念に稽古をしてみませんか？～

◼とき　8月8日㈯ 午前11時頃～　※午前９時まで会場内指定場所に集合
◼ところ　市体育館
◼対象　市内在住の4歳から小学6年生までの男子※保護者1名の同伴が必要です。
◼募集人数　13人（応募多数の場合は抽選）
◼内容

•参加者と大相撲力士が土俵上で1対1の稽古を行います。
•�稽古の際は、日本相撲協会が支給する“まわし”を着用していただきます。着
用の際は、日本相撲協会でお手伝いをします。（Tシャツ、スパッツなどの着衣
は禁止）

•“まわし”は、稽古終了後に参加者に贈呈します。

【応募条件】
　•当日、現地集合および解散が可能な高校生以上の方※２日間活動できる方を優先します。（1日のみでも可）
　•長時間立ったまま行う活動について、健康上支障がない方

申し込み締切

6月12日㈮

8月8日㈯開催
大相撲新庄場所

ボランティアスタッフ&ちびっ子相撲参加者募集

お申し込みは
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